
全身への血流不足

心臓がより大きな力で
肺に血液を送る

右心室が肥大し
機能低下（右心不全）

右心室の負荷持続

肺小動脈の内腔が狭くなることによる肺循環障害

肺動脈の血圧上昇（肺高血圧）
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肺動脈性肺高血圧症が
全身にもたらす影響

肺循環が障害されると、肺動脈の血圧を上昇させて肺高血圧とな
り、何とか循環を保とうとします。そして、全身への血流が減少しま
す。また心臓がより大きな力で肺に血液を送り出そうとします。この
状態が続くと、血液を送り出す右心室に負荷がかかり肥大し、やが
て機能が低下します。これによっても全身に十分な血液が循環しな
くなります。
以上のようなことから、息切れや胸痛、動悸など様々な症状が起こ
ります。

よくわかる肺高血圧症
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肺高血圧症って
どんな病気？



肺高血圧症ってどんな病気？
肺高血圧症は、心臓から肺へ血液を送る血管（肺動脈）の血圧が高
くなる病気です。
原因によって次の5つに分類されます。

私たちの体内では、大きく分けて2つの血
液循環があります。

通常の高血圧は、体循環の異常により起
こりますが、肺高血圧は、肺循環の異常
により起こります。

肺動脈性肺高血圧症で肺小動脈が
狭くなる理由

肺動脈性肺高血圧症の患者さんでは、原因がわかっていませんが
血管が収縮したり、血管壁の細胞が異常に増えたりします。
その結果、肺小動脈の内腔が狭くなります。

肺の小血管（肺小動脈）の壁が厚くなって内腔が狭くなり、血液
が流れにくくなる肺動脈性肺高血圧症（PAH）

血のかたまりが比較的太い肺の血管（肺動脈）につまることによ
り起こる慢性血栓塞栓性肺高血圧症（CTEPH）

肺疾患や、血中の酸素が不足する低酸素血症に伴う肺高血圧症

心疾患（左側の心臓）に伴う肺高血圧症

いくつもの要因が関与した肺高血圧症

血液循環の仕組み

肺高血圧症ってどんな病気？よくわかる肺高血圧症
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1つは、心臓の左心室から押し出された
血液が、全身の細胞に酸素を届け、細
胞から二酸化炭素を回収して心臓の右
心房に戻ってくる体循環です。

もう1つは、心臓の右心房に戻ってきた血液
（回収してきた二酸化炭素を含む）が右心室
から肺へ送られ、二酸化炭素を酸素に交換
して左心房へと戻る肺循環です。

心臓

正常な血管

心臓
肺

内腔が
狭くなった血管

肺小動脈の断面図

約0.1mm
コピー用紙1枚分の厚さぐらい
とても細い血管です。


